
(57)【要約】

【課題】　四色印刷においては、理論や経験からモアレ

を最小にする組み合わせが存在するが、五色以上の印刷

ではモアレが最小になる組み合わせを発見することは非

常に困難である。

【解決手段】　RGB色分解部304またはCMYK色分解部308

は、画像データを色材に対応する画像データに色分解す

る。中間調処理部306は、色材に対応する画像データに

多値ディザ処理を施す。その際、同色相で明度が異なる

濃および淡色材に対応する画像データそれぞれに、同一

のスクリーン角、線数をもち、閾値の設定方法が異なる

ディザマトリクスを適用する。

【選択図】　図3
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 入 力 画 像 デ ー タ を 色 材 に 対 応 す る 画 像 デ ー タ に 色 分 解 す る 色 分 解 手 段 と 、
　 前 記 色 材 に 対 応 す る 画 像 デ ー タ に 多 値 デ ィ ザ 処 理 を 施 す 中 間 調 処 理 手 段 と を 有 し 、
　 前 記 中 間 調 処 理 手 段 は 、 同 色 相 で 明 度 が 異 な る 濃 お よ び 淡 色 材 に 対 応 す る 画 像 デ ー タ そ
れ ぞ れ に 、 同 一 の ス ク リ ー ン 角 、 線 数 を も ち 、 閾 値 の 設 定 方 法 が 異 な る デ ィ ザ マ ト リ ク ス
を 適 用 す る こ と を 特 徴 と す る 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 濃 色 材 に 適 用 す る デ ィ ザ マ ト リ ク ス は 、 基 本 セ ル の ド ッ ト を 集 中 さ せ る 特 性 を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 さ れ た 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 淡 色 材 に 適 用 す る デ ィ ザ マ ト リ ク ス は 、 基 本 セ ル の ド ッ ト を 拡 散 さ せ る 特 性 を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1ま た は 請 求 項 2に 記 載 さ れ た 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 デ ィ ザ マ ト リ ク ス は 、 前 記 中 間 調 処 理 手 段 が 出 力 す る 画 像 デ ー タ の 階 調 数 分 の マ ト
リ ク ス を 有 し 、 前 記 濃 色 材 用 の デ ィ ザ マ ト リ ク ス は 、 異 な る 階 調 値 に 対 応 す る マ ト リ ク ス
の 同 じ 位 置 の 升 間 で は 、 前 記 階 調 値 の 増 加 に 伴 い 、 そ の 値 が 増 加 す る よ う に 閾 値 を 与 え 、
あ る 位 置 の 升 の 閾 値 を 増 加 し た 後 、 続 け て 、 隣 接 位 置 の 升 の 閾 値 を 増 加 し た 特 性 を 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 さ れ た 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 淡 色 材 用 の デ ィ ザ マ ト リ ク ス は 、 異 な る 階 調 値 に 対 応 す る マ ト リ ク ス の 同 じ 位 置 の
升 間 で は 、 前 記 階 調 値 の 増 加 に 伴 い 、 そ の 値 が 増 加 す る よ う に 閾 値 を 与 え 、 あ る 位 置 の 升
の 閾 値 を 増 加 す る と と も に 、 隣 接 位 置 の 升 の 閾 値 も 増 加 し 、 さ ら に 隣 接 す る 位 置 の 升 の 閾
値 も 増 加 し た 特 性 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 4に 記 載 さ れ た 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 入 力 画 像 デ ー タ を 色 材 に 対 応 す る 画 像 デ ー タ に 色 分 解 す る 色 分 解 手 段 と 、
　 前 記 色 材 に 対 応 す る 画 像 デ ー タ に 多 値 デ ィ ザ 処 理 を 施 す 中 間 調 処 理 手 段 と を 有 し 、
　 前 記 中 間 調 処 理 手 段 は 、 イ エ ロ ー の 色 材 に 対 応 す る 画 像 デ ー タ に 、 他 の 色 材 の 画 像 デ ー
タ と 同 一 の ス ク リ ー ン 角 、 線 数 を も ち 、 閾 値 の 設 定 方 法 が 異 な る デ ィ ザ マ ト リ ク ス を 適 用
す る こ と を 特 徴 と す る 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 入 力 画 像 デ ー タ を 色 材 に 対 応 す る 画 像 デ ー タ に 色 分 解 す る 色 分 解 手 段 と 、
　 前 記 色 材 に 対 応 す る 画 像 デ ー タ に 多 値 デ ィ ザ 処 理 を 施 す 中 間 調 処 理 手 段 と を 有 し 、
　 前 記 中 間 調 処 理 手 段 は 、 補 色 関 係 に あ る 色 材 に 対 応 す る 画 像 デ ー タ そ れ ぞ れ に 、 同 一 の
ス ク リ ー ン 角 、 線 数 を も ち 、 閾 値 の 設 定 方 法 が 異 な る デ ィ ザ マ ト リ ク ス を 適 用 す る こ と を
特 徴 と す る 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 入 力 画 像 デ ー タ を 色 材 に 対 応 す る 画 像 デ ー タ に 色 分 解 し 、 前 記 色 材 に 対 応 す る 画 像 デ ー
タ に 多 値 デ ィ ザ 処 理 を 施 す 画 像 処 理 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 多 値 デ ィ ザ 処 理 は 、 同 色 相 で 明 度 が 異 な る 濃 お よ び 淡 色 材 に 対 応 す る 画 像 デ ー タ そ
れ ぞ れ に 、 同 一 の ス ク リ ー ン 角 、 線 数 を も ち 、 閾 値 の 設 定 方 法 が 異 な る デ ィ ザ マ ト リ ク ス
を 適 用 す る こ と を 特 徴 と す る 画 像 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 入 力 画 像 デ ー タ を 色 材 に 対 応 す る 画 像 デ ー タ に 色 分 解 し 、 前 記 色 材 に 対 応 す る 画 像 デ ー
タ に 多 値 デ ィ ザ 処 理 を 施 す 画 像 処 理 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 多 値 デ ィ ザ 処 理 は 、 イ エ ロ ー の 色 材 に 対 応 す る 画 像 デ ー タ に 、 他 の 色 材 の 画 像 デ ー
タ と 同 一 の ス ク リ ー ン 角 、 線 数 を も ち 、 閾 値 の 設 定 方 法 が 異 な る デ ィ ザ マ ト リ ク ス を 適 用
す る こ と を 特 徴 と す る 画 像 処 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 入 力 画 像 デ ー タ を 色 材 に 対 応 す る 画 像 デ ー タ に 色 分 解 し 、 前 記 色 材 に 対 応 す る 画 像 デ ー
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タ に 多 値 デ ィ ザ 処 理 を 施 す 画 像 処 理 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 多 値 デ ィ ザ 処 理 は 、 補 色 関 係 に あ る 色 材 に 対 応 す る 画 像 デ ー タ そ れ ぞ れ に 、 同 一 の
ス ク リ ー ン 角 、 線 数 を も ち 、 閾 値 の 設 定 方 法 が 異 な る デ ィ ザ マ ト リ ク ス を 適 用 す る こ と を
特 徴 と す る 画 像 処 理 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 画 像 処 理 装 置 を 制 御 し て 、 請 求 項 8か ら 請 求 項 10の 何 れ か に 記 載 さ れ た 画 像 処 理 を 実 現
す る こ と を 特 徴 と す る プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 11に 記 載 さ れ た プ ロ グ ラ ム が 記 録 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 記 録 媒 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 色 材 に 対 応 す る 画 像 デ ー タ に 多 値 デ ィ ザ 処 理 を 施 す 画 像 処 理 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 子 写 真 方 式 の 画 像 記 録 装 置 は 、 像 担 持 体 に レ ー ザ ビ ー ム な ど の 光 を 照 射 し 、 光 の 照 射
量 に よ り 画 像 を 記 録 す る 。 文 字 な ど の 二 値 的 な 画 像 か ら 、 写 真 な ど の 中 間 調 を 含 む 画 像 ま
で あ ら ゆ る 画 像 を 形 成 す る こ と が で き る 。 中 間 濃 度 の 再 現 に は 、 パ ル ス 幅 変 調 (PWM)方 式
や 、 デ ィ ザ 法 や 濃 度 パ タ ー ン 法 な ど の 擬 似 中 間 調 処 理 を 用 い る 。 そ し て 、 像 担 持 体 上 の パ
タ ー ン に 帯 電 し た ト ナ ー （ 色 材 ） を 付 着 し 、 ト ナ ー を 記 録 紙 に 転 写 し 定 着 す る こ と で 、 最
終 的 な 出 力 画 像 を 得 る 。 ト ナ ー は 、 一 般 に シ ア ン C、 マ ゼ ン タ M、 イ エ ロ ー Y、 ブ ラ ッ ク Kの
四 色 ト ナ ー を 使 用 す る が 、 粒 状 性 、 階 調 性 、 濃 度 、 彩 度 、 グ ロ ス な ど 種 々 の 画 像 特 性 向 上
の た め に 、 様 々 な 改 良 が 加 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 近 年 の デ ィ ジ タ ル 技 術 の 進 歩 に よ り 、 プ リ ン ト オ ン デ マ ン ド (POD)市 場 か ら オ フ ィ ス や
家 庭 な ど の コ ン シ ュ マ 市 場 に 至 る ま で 、 画 像 記 録 装 置 の 高 画 質 化 要 求 が 高 ま っ て い る 。 つ
ま り 、 ス ク リ ー ン 処 理 を 施 す 画 像 は も と よ り 、 写 真 画 像 に お い て も 、 階 調 性 が 高 く 、 広 い
色 再 現 範 囲 を も ち 、 粒 状 感 を 軽 減 し た 画 像 特 性 が 要 求 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 上 記 の 四 色 の ト ナ ー を 濃 ト ナ ー と し 同 色 相 で 低 明 度 の 淡 ト ナ ー を 用 い る 多 色 印
刷 が 検 討 さ れ て い る 。 ま た 、 シ ア ン C、 マ ゼ ン タ M、 イ エ ロ ー Yの 補 色 で あ る レ ッ ド R、 グ リ
ー ン G、 ブ ル ー Bの ト ナ ー 、 特 色 の 金 や 銀 色 の ト ナ ー 、 あ る い は 、 透 明 ト ナ ー な ど 、 四 色 以
上 の ト ナ ー を 用 い る 方 法 も あ る 。 こ れ ら 五 色 以 上 の 使 用 は 、 四 色 の 場 合 に 比 べ て 画 像 特 性
を 向 上 す る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 五 色 以 上 の 使 用 は 、 現 像 ス テ ー シ ョ ン の 数 を 増 や し 、 像 担 持 体 に 描 画 す る 色 版 の 数 を 増
や す 。 こ の た め 、 代 表 的 な 擬 似 中 間 調 処 理 で あ る デ ィ ザ 法 を 用 い る 場 合 、 ス ク リ ー ン 角 の
自 由 度 が 小 さ く な り 、 モ ア レ と 呼 ば れ る 干 渉 縞 や 、 ロ ゼ ッ タ パ タ ー ン （ ま た は ロ ゼ ッ タ マ
ー ク ） に よ る 画 像 不 良 が 発 生 し 易 く な る 問 題 が あ る 。 言 い 換 え れ ば 、 四 色 印 刷 に お い て は
、 理 論 や 経 験 か ら モ ア レ を 最 小 に す る 組 み 合 わ せ が 存 在 す る が 、 五 色 以 上 の 印 刷 で は モ ア
レ が 最 小 に な る 組 み 合 わ せ を 発 見 す る こ と は 非 常 に 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 問 題 を 解 決 す る た め に 、 特 許 文 献 1は 、 同 一 色 相 の 濃 淡 色 に お い て 、 同 一 の デ ィ ザ
パ タ ー ン を 用 い る 擬 似 中 間 調 処 理 を 開 示 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 1の 技 術 は 、 同 一 の デ ィ ザ パ タ ー ン を 用 い て モ ア レ や ロ ゼ ッ タ パ タ ー
ン に よ る 画 像 不 良 を 抑 え る 一 方 、 版 ず れ に 弱 く 、 色 版 に ず れ が あ る 場 合 は 濃 度 変 化 を 生 じ
て 、 色 再 現 性 が 低 下 す る 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 2は 、 濃 色 の 色 版 に は デ ィ ザ 法 を 、 淡 色 や 特 色 の 色 版 に は FMス ク リ ー ン
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系 の 擬 似 中 間 調 処 理 （ 例 え ば 誤 差 拡 散 な ど ） を 用 い て 、 数 種 の 擬 似 中 間 調 処 理 を 組 み 合 わ
せ る こ と で 、 五 以 上 の 色 版 を 用 い る 場 合 に モ ア レ を 回 避 す る 技 術 を 開 示 す る 。 し か し 、 淡
色 や 特 色 の 色 版 に FMス ク リ ー ン 系 特 有 の ノ イ ズ が 発 生 し 、 好 適 な 印 刷 結 果 が 得 ら れ な い 場
合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 四 色 の 印 刷 に お い て も 、 モ ア レ や ロ ゼ ッ タ マ ー ク に よ る 画 像 不 良 が よ り 少 な い
デ ィ ザ 法 を 用 い る 画 像 形 成 方 法 が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2005-045348号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 2-031561号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 同 一 色 相 の 濃 淡 ト ナ ー を 用 い る 五 色 以 上 の シ ス テ ム に お い て 、 モ ア レ や 干 渉
縞 の 発 生 を 軽 減 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 FMス ク リ ー ン 系 に 特 有 の ノ イ ズ の 発 生 を 防 ぐ こ と を 多 の 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 四 色 シ ス テ ム に お い て 、 デ ィ ザ 法 を 用 い て モ ア レ や ロ ゼ ッ タ パ タ ー ン の 発 生 を
軽 減 す る こ と を 他 の 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 の 目 的 を 達 成 す る 一 手 段 と し て 、 以 下 の 構 成 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に か か る 画 像 処 理 は 、 入 力 画 像 デ ー タ を 色 材 に 対 応 す る 画 像 デ ー タ に 色 分 解 し 、
前 記 色 材 に 対 応 す る 画 像 デ ー タ に 多 値 デ ィ ザ 処 理 を 施 す 際 に 、 同 色 相 で 明 度 が 異 な る 濃 お
よ び 淡 色 材 に 対 応 す る 画 像 デ ー タ そ れ ぞ れ に 、 同 一 の ス ク リ ー ン 角 、 線 数 を も ち 、 閾 値 の
設 定 方 法 が 異 な る デ ィ ザ マ ト リ ク ス を 適 用 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 前 記 多 値 デ ィ ザ 処 理 は 、 イ エ ロ ー の 色 材 に 対 応 す る 画 像 デ ー タ に 、 他 の 色 材 の 画
像 デ ー タ と 同 一 の ス ク リ ー ン 角 、 線 数 を も ち 、 閾 値 の 設 定 方 法 が 異 な る デ ィ ザ マ ト リ ク ス
を 適 用 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 前 記 多 値 デ ィ ザ 処 理 は 、 補 色 関 係 に あ る 色 材 に 対 応 す る 画 像 デ ー タ そ れ ぞ れ に 、
同 一 の ス ク リ ー ン 角 、 線 数 を も ち 、 閾 値 の 設 定 方 法 が 異 な る デ ィ ザ マ ト リ ク ス を 適 用 す る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 同 一 色 相 の 濃 淡 ト ナ ー を 用 い る 五 色 以 上 の シ ス テ ム に お い て 、 モ ア レ
や 干 渉 縞 の 発 生 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 FMス ク リ ー ン 系 に 特 有 の ノ イ ズ の 発 生 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に 、 四 色 シ ス テ ム に お い て 、 デ ィ ザ 法 を 用 い て モ ア レ や ロ ゼ ッ タ パ タ ー ン の 発 生 を
軽 減 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 に か か る 実 施 例 の 画 像 処 理 を 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
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［ 画 像 形 成 装 置 の 構 成 ］
　 図 1は 実 施 例 の フ ル カ ラ ー 画 像 形 成 装 置 （ 以 下 「 画 像 形 成 装 置 」 と 呼 ぶ ） の 概 観 図 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 画 像 形 成 装 置 は 、 そ の 上 部 に リ ー ダ 300、 下 部 に プ リ ン タ 100を 有 す る 。 な お 、 プ リ ン タ
機 能 だ け で は な く 、 複 写 機 能 や フ ァ ク シ ミ リ 機 能 を 併 せ も つ 複 合 機 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 リ ー ダ 300は 、 ス キ ャ ナ ユ ニ ッ ト 32の ラ ン プ の 光 で 、 原 稿 台 ガ ラ ス 31上 に 載 置 さ れ た 原
稿 30を 露 光 し 、 ス キ ャ ナ ユ ニ ッ ト を 副 走 査 方 向 に 移 動 す る 。 原 稿 30か ら の 反 射 は 、 ス キ ャ
ナ ユ ニ ッ ト 32の ミ ラ ー 、 レ ン ズ 33を 介 し て 、 CCDセ ン サ 34に 集 光 す る 。 CCDセ ン サ 34が 出 力
す る 色 分 解 画 像 信 号 は 、 図 示 し な い 増 幅 回 路 で 増 幅 さ れ 、 図 示 し な い ビ デ オ 処 理 ユ ニ ッ ト
に よ っ て RGB画 像 デ ー タ に 変 換 さ れ 、 図 示 し な い 画 像 メ モ リ に 格 納 さ れ た 後 、 プ リ ン タ 100
に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 プ リ ン タ 100は 、 リ ー ダ 300か ら 出 力 さ れ る 画 像 デ ー タ を 入 力 す る ほ か 、 ネ ッ ト ワ
ー ク を 介 し て コ ン ピ ュ ー タ か ら 画 像 デ ー タ を 入 力 し 、 ま た 、 電 話 回 線 を 介 し て 受 信 し た フ
ァ ク シ ミ リ の 画 像 信 号 も 入 力 す る 。 以 下 で は 、 代 表 例 と し て 、 リ ー ダ 300が 出 力 す る 画 像
デ ー タ に 対 す る プ リ ン タ 100の 動 作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 プ リ ン タ 100は 、 大 別 し て 二 つ の 画 像 形 成 部 を 有 す る 。 一 つ 目 は 感 光 ド ラ ム 1aを 含 む 第
一 の 画 像 形 成 部 Sa、 二 つ 目 は 感 光 ド ラ ム 1bを 含 む 第 二 の 画 像 形 成 部 Sbで あ る 。 こ れ ら 画 像
形 成 部 Sa、 Sbは コ ス ト ダ ウ ン の た め に ほ ぼ 同 じ 構 成 （ 形 状 ） を 有 す る 。 つ ま り 、 後 述 す る
現 像 器 41～ 46の 構 成 や 形 状 も ほ ぼ 同 じ で あ り 、 こ れ に よ っ て 現 像 器 41～ 46を 相 互 に 入 れ 替
え て も 動 作 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 像 担 持 体 と し て の 二 つ の 感 光 ド ラ ム 1a、 1bは そ れ ぞ れ 、 図 1に 示 す 矢 印 Aの 方 向 に 回 転 自
在 に 担 持 さ れ て い る 。 感 光 ド ラ ム 1a、 1bの 周 囲 に は そ れ ぞ れ 次 の 構 成 が 配 置 さ れ て い る 。
露 光 系 と し て 、 前 露 光 ラ ン プ 11a、 11b、 コ ロ ナ 帯 電 器 2a、 2b、 光 学 系 の 露 光 部 3a、 3b、 並
び に 、 電 位 セ ン サ 12a、 12bが あ る 。 ま た 、 現 像 系 と し て 、 回 転 式 現 像 器 の 保 持 部 で あ る 移
動 体 （ 現 像 ロ ー タ リ ） 4a、 4bお よ び 各 保 持 部 に 色 の 異 な る 現 像 剤 を 収 容 す る 三 個 の 現 像 器
41～ 43、 44～ 46、 一 次 転 写 ロ ー ラ 5a、 5b、 並 び に 、 ク リ ー ニ ン グ 器 6a、 6bが あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 高 画 質 化 の た め に は 、 現 像 器 の 数 は 五 個 以 上 で あ れ ば よ い が 、 実 施 例 1で は 六 個
の 現 像 器 41～ 46を 用 い る 構 成 と す る 。 そ し て 、 現 像 器 が 収 容 す る ト ナ ー は 下 記 の と お り で
あ る 。
　 　 　 　 現 像 器 41は マ ゼ ン タ ト ナ ー
　 　 　 　 現 像 器 42は シ ア ン ト ナ ー
　 　 　 　 現 像 器 43は 淡 マ ゼ ン タ ト ナ ー
　 　 　 　 現 像 器 44は イ エ ロ ー ト ナ ー
　 　 　 　 現 像 器 45は ブ ラ ッ ク ト ナ ー
　 　 　 　 現 像 器 46は 淡 シ ア ン ト ナ ー
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 濃 色 お よ び 淡 色 の 現 像 剤 （ 色 材 ） は 、 分 光 特 性 が 等 し い 顔 料 の 量 を 調 整 し て 作 成 す る 。
つ ま り 、 淡 マ ゼ ン タ ト ナ ー は 、 含 有 す る 顔 料 の 分 光 特 性 は マ ゼ ン タ ト ナ ー と 等 し い が 、 顔
料 の 含 有 量 が 少 な い 。 同 様 に 、 淡 シ ア ン ト ナ ー は 、 含 有 す る 顔 料 の 分 光 特 性 は シ ア ン ト ナ
ー と 等 し い が 、 顔 料 の 含 有 量 が 少 な い 。 ま た 、 淡 ト ナ ー に 替 え て レ ッ ド や グ リ ー ン な ど の
特 色 ト ナ ー の 現 像 器 を 搭 載 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 他 に 、 金 色 や 銀 色 な ど の メ タ リ ッ ク 系 ト ナ ー や 、 蛍 光 剤 を 含 む 蛍 光 色 ト ナ ー な ど 、
顔 料 の 分 光 特 性 が シ ア ン 、 マ ゼ ン タ 、 イ エ ロ ー 、 ブ ラ ッ ク と 異 な る ト ナ ー を 収 容 す る 現 像
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器 （ 上 記 の 現 像 器 と 同 形 状 ） を 現 像 ロ ー タ リ 4a、 4bに 搭 載 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 各 現 像 器 は 、 ト ナ ー と キ ャ リ ア を 混 合 し て 用 い る 二 成 分 現 像 剤 を 収 容 す る が 、 ト
ナ ー の み か ら な る 一 成 分 現 像 剤 で も 問 題 は な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ こ で 、 マ ゼ ン タ と シ ア ン に 対 し て 濃 い 色 と 薄 い 色 を 用 い る の は 、 人 肌 の よ う な 色 が 淡
い 画 像 の 再 現 性 を 飛 躍 的 に 向 上 さ せ る の が 狙 い で あ る 。 言 い 換 え れ ば 、 色 が 淡 い 領 域 の 粒
状 感 を 低 減 す る こ と が 狙 い で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 画 像 形 成 時 、 感 光 ド ラ ム 1a、 1bは 、 矢 印 Aの 方 向 に 回 転 し 、 前 露 光 ラ ン プ 11a、 11bに よ
っ て 除 電 さ れ た 後 、 帯 電 器 2a、 2bに よ っ て そ の 表 面 が 一 様 に 帯 電 さ せ る 。 一 方 、 露 光 部 3a
、 3bは 、 リ ー ダ 300か ら 入 力 さ れ る 画 像 デ ー タ を 図 示 し な い レ ー ザ 出 力 部 に よ っ て 光 信 号
に 変 換 す る 。 こ の 光 信 号 （ レ ー ザ 光 E） は 、 ポ リ ゴ ン ミ ラ ー 35で 反 射 さ れ 、 レ ン ズ 36お よ
び 反 射 ミ ラ ー 37を 経 て 、 感 光 ド ラ ム 1a、 1bの 表 面 の 露 光 位 置 を 照 射 す る 。 こ れ に よ り 、 感
光 ド ラ ム 1a、 1b上 に 、 ト ナ ー 色 （ 分 解 色 ） ご と に 静 電 潜 像 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 、 現 像 ロ ー タ リ 4a、 4bを 回 転 し て 現 像 器 41、 44を 感 光 ド ラ ム 1a、 1b上 の 現 像 位 置 に
移 動 し た 後 、 現 像 器 41、 44を 作 動 （ 現 像 器 41、 44に 現 像 バ イ ア ス を 印 加 ） し て 、 感 光 ド ラ
ム 1a、 1b上 の 静 電 潜 像 を 現 像 す る 。 感 光 ド ラ ム 1a、 1b上 に は 、 樹 脂 と 顔 料 を 基 体 と す る 現
像 剤 （ ト ナ ー ） 像 が 形 成 さ れ る 。 な お 、 続 く 現 像 時 は 現 像 器 42、 45を 、 さ ら に 続 く 現 像 時
は 現 像 器 43、 46に よ っ て 静 電 潜 像 を 現 像 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 現 像 器 41～ 46が 収 容 す る ト ナ ー は 、 光 学 部 3a、 3bの 間 、 あ る い は 、 光 学 部 3bの 横
に 配 置 さ れ た 各 色 の ト ナ ー 収 納 部 （ ホ ッ パ ） 61～ 66か ら 、 現 像 器 内 の ト ナ ー 比 率 （ ま た は
ト ナ ー 量 ） を 一 定 に 保 つ よ う に 、 所 定 の タ イ ミ ン グ で 随 時 補 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 感 光 ド ラ ム 1a、 1b上 に 形 成 さ れ た ト ナ ー 像 は そ れ ぞ れ 、 一 次 転 写 ロ ー ラ 5a、 5bに よ っ て
、 転 写 媒 体 と し て の 中 間 転 写 体 （ 中 間 転 写 ベ ル ト ） 5上 に 、 ト ナ ー 像 が 重 畳 す る よ う に 順
次 転 写 さ れ る 。 こ の と き 、 一 次 転 写 ロ ー ラ 5a、 5bに 一 次 転 写 バ イ ア ス を 印 加 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 駆 動 ロ ー ラ 51お よ び 従 動 ロ ー ラ 52に よ っ て 張 架 さ れ 、 図 に 示 す 矢 印 Bの 方 向 に 駆 動 さ れ
る 中 間 転 写 ベ ル ト 5が 形 成 す る 平 面 （ 転 写 面 t） に 、 感 光 ド ラ ム 1a、 1bは 接 す る よ う に 配 置
さ れ る 。 そ し て 、 感 光 ド ラ ム 1a、 1bと 対 向 す る 位 置 に 一 次 転 写 ロ ー ラ 5a、 5bが 配 置 さ れ る
。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 従 動 ロ ー ラ 52に 対 向 す る 位 置 に 、 感 光 ド ラ ム 1a、 1bか ら 転 写 し た 画 像 の 位 置 ず れ
お よ び 濃 度 を 検 知 す る セ ン サ 53を 配 置 す る 。 こ の セ ン サ 53に よ っ て 得 ら れ る 情 報 に 基 づ き
、 随 時 、 画 像 形 成 部 Sa、 Sbの 画 像 濃 度 、 ト ナ ー 補 給 量 、 画 像 書 き 込 み タ イ ミ ン グ お よ び 画
像 書 き 込 み 開 始 位 置 な ど を 補 正 を す る 制 御 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 二 つ の 画 像 形 成 部 Sa、 Sbそ れ ぞ れ に お い て 、 上 記 の 静 電 潜 像 の 形 成 、 現 像 、 一 次 転 写 を
三 回 繰 り 返 せ ば 、 中 間 転 写 ベ ル ト 5上 に は 、 六 色 の ト ナ ー 像 を 順 次 重 ね た フ ル カ ラ ー ト ナ
ー 像 が 形 成 さ れ る 。 そ の 後 、 中 間 転 写 ベ ル ト 5上 の フ ル カ ラ ー ト ナ ー 像 は 、 記 録 紙 に 一 括
し て 二 次 転 写 さ れ る 。 こ の と き 、 二 次 転 写 ロ ー ラ 54に 二 次 転 写 バ イ ア ス を 印 加 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 駆 動 ロ ー ラ 51に 対 向 す る 位 置 に 転 写 ク リ ー ニ ン グ 装 置 50が 配 置 さ れ る 。 転 写 ク リ
ー ニ ン グ 装 置 50は 、 二 次 転 写 が 終 了 し た 中 間 転 写 ベ ル ト 5上 に 残 っ た ト ナ ー を 除 去 す る 。
駆 動 ロ ー ラ 51に よ っ て 中 間 転 写 ベ ル ト 5を 転 写 ク リ ー ニ ン グ 装 置 50の 方 向 へ 押 し や る こ と
で 、 中 間 転 写 ベ ル ト 5と 転 写 ク リ ー ニ ン グ 装 置 50を 接 触 さ せ 、 清 掃 を 行 う が 、 清 掃 終 了 後
、 中 間 転 写 ベ ル ト 5は 転 写 ク リ ー ニ ン グ 装 置 50よ り 離 間 す る 。 そ し て 、 清 掃 後 の 中 間 転 写
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ベ ル ト 5は 、 次 の 画 像 形 成 に 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 一 方 、 記 録 紙 は 記 録 紙 カ セ ッ ト 71、 72、 73ま た は 手 差 し ト レ イ 74か ら 、 給 紙 ロ ー ラ 81、
82、 83ま た は 84に よ っ て 一 枚 ず つ 画 像 形 成 部 に 搬 送 さ れ る 。 そ し て 、 レ ジ ス ト ロ ー ラ 85に
よ っ て 、 斜 行 が 補 正 さ れ 、 給 紙 タ イ ミ ン グ に 合 わ せ て 二 次 転 写 位 置 へ 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 フ ル カ ラ ー ト ナ ー 像 が 転 写 さ れ た 記 録 紙 は 、 搬 送 ベ ル ト 86に よ っ て 搬 送 さ れ 、 熱 ロ ー ラ
定 着 器 9に よ っ て ト ナ ー 像 が 定 着 さ れ た 後 、 排 紙 ト レ イ 89ま た は 図 示 し な い 後 処 理 装 置 に
排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 記 録 紙 の 両 面 に 画 像 形 成 す る 場 合 は 、 搬 送 パ ス 切 換 ガ イ ド 91を 駆 動 し て 、 熱 ロ ー
ラ 定 着 器 9を 通 過 し た 記 録 紙 を 、 一 旦 、 搬 送 縦 パ ス 7を 介 し て 反 転 パ ス 76に 導 く 。 そ の 後 、
反 転 ロ ー ラ 87を 逆 転 し て 、 反 転 パ ス 76に 導 か れ た 際 の 記 録 紙 の 後 端 を 先 頭 に し て 、 記 録 紙
を 反 対 パ ス 76か ら 退 出 さ せ て 両 面 搬 送 パ ス 77へ 導 く 。 記 録 紙 は 、 両 面 搬 送 パ ス 77を 通 過 し
、 両 面 搬 送 ロ ー ラ 88に よ っ て レ ジ ス ト ロ ー ラ 85へ 送 ら れ 、 上 記 の 画 像 形 成 工 程 に よ っ て 、
も う 一 面 に フ ル カ ラ ー 画 像 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
［ コ ン ト ロ ー ラ ］
　 図 2は 、 図 1に 示 す 画 像 形 成 装 置 を 制 御 す る コ ン ト ロ ー ラ の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ
る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 コ ン ト ロ ー ラ の CPU 203は 、 RAM 204を ワ ー ク メ モ リ に 利 用 し て 、 ROM 206に 格 納 さ れ た
プ ロ グ ラ ム を 実 行 し 、 シ ス テ ム バ ス 208を 介 し て 後 述 す る 各 構 成 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 操 作 部 205は 、 ユ ー ザ の 指 示 を 入 力 し て CPU 203に 伝 え る と と も に 、 CPU 203の 制 御 に 従
い 装 置 の 状 態 な ど を 表 示 す る 。 CPU 203は 、 操 作 部 205を 介 し て 、 画 像 の 複 写 な ど 画 像 の 読
み 取 り を 含 む ジ ョ ブ を ユ ー ザ か ら 指 示 さ れ る と 、 リ ー ダ 300を 制 御 し て 、 原 稿 画 像 を 読 み
取 っ た 画 像 デ ー タ を 画 像 処 理 部 207に 入 力 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 画 像 処 理 部 207は 、 受 信 し た 画 像 デ ー タ に ジ ョ ブ に 応 じ た 画 像 処 理 を 施 す 。 例 え ば 、 複
写 ジ ョ ブ の 場 合 は 、 リ ー ダ 300か ら 入 力 さ れ た 画 像 デ ー タ に プ リ ン タ 出 力 に 適 し た 画 像 処
理 を 施 し 、 処 理 結 果 の 画 像 デ ー タ を プ リ ン タ 100に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 な お 、 図 2に は 示 さ な い が 、 シ ス テ ム バ ス 208と リ ー ダ 300お よ び プ リ ン タ 100の 間 は 所 定
の イ ン タ フ ェ イ ス を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 従 っ て 、 CPU 203は 、 リ ー ダ 300お よ び プ リ ン
タ 100の 動 作 状 態 を 示 す ス テ ー タ ス 情 報 を 取 得 し 、 そ れ ら の 動 作 を 制 御 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ イ ス (I/F) 201は 、 ロ ー カ ル エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク (LAN) 
な ど の ネ ッ ト ワ ー ク 209に 接 続 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク 209に 接 続 さ れ た コ ン ピ ュ ー タ や サ ー バ と
通 信 し 、 様 々 な コ マ ン ド や デ ー タ を や り 取 り す る 。 例 え ば 、 外 部 の コ ン ピ ュ ー タ か ら 記 述
言 語 （ 例 え ば PDL） で 記 述 さ れ た 画 像 デ ー タ （ PDLデ ー タ ） を 含 む 印 刷 ジ ョ ブ を 受 信 し た 場
合 、 CPU 203は 、 PDLデ ー タ を PDL処 理 部 202に 供 給 す る 。 PDL処 理 部 202は 、 PDLデ ー タ を 解
釈 し て レ ン ダ リ ン グ し た 画 像 デ ー タ を 画 像 処 理 部 207に 渡 す 。 画 像 処 理 部 207は 、 入 力 さ れ
る 画 像 デ ー タ に プ リ ン タ 出 力 に 適 し た 画 像 処 理 を 施 し 、 処 理 結 果 の 画 像 デ ー タ を プ リ ン タ
100に 出 力 す る 。 こ れ に よ っ て 印 刷 ジ ョ ブ が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 外 部 の コ ン ピ ュ ー タ か ら ス キ ャ ン ジ ョ ブ を 受 信 し た 場 合 、 CPU 203は 、 リ ー ダ 300
に 画 像 を 読 み 取 ら せ る 。 そ し て 、 読 み 取 っ た 画 像 に 対 応 す る 画 像 デ ー タ を 画 像 処 理 部 207
に 生 成 さ せ 、 そ の 画 像 デ ー タ を ネ ッ ト ワ ー ク I/F 201を 介 し て 、 ス キ ャ ン ジ ョ ブ を 発 行 し
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た コ ン ピ ュ ー タ な ど の 宛 先 に 送 信 す る 。 な お 、 そ の 画 像 デ ー タ は 、 ス キ ャ ン ジ ョ ブ で 指 定
さ れ た デ ー タ フ ォ ー マ ッ ト に す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 さ ら に 、 コ ン ト ロ ー ラ 内 に は 、 フ ァ ク シ ミ リ の 送 受 信 部 、 電 話 回 線 と の イ ン タ フ ェ イ ス
な ど 、 さ ら に 構 成 が 存 在 す る が 、 こ こ で は 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
［ 画 像 処 理 部 ］
　 図 3は 画 像 処 理 部 207の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 リ ー ダ 300が 出 力 す る 画 像 デ ー タ は 、 多 く の 場 合 、 一 画 素 当 り 8ビ ッ ト （ 256階 調 ） の RGB
画 像 デ ー タ で あ る 。 画 像 処 理 部 207は 、 入 力 し た RGB画 像 デ ー タ に 、 シ ェ ー デ ィ ン グ 補 正 部
301で 白 基 準 の 補 正 を 施 し 、 入 力 色 処 理 部 302で 入 力 マ ス キ ン グ 処 理 を 施 す こ と で 、 CCDの
分 光 特 性 に 起 因 す る 色 の 濁 り な ど が 取 り 除 く 。 さ ら に 、 空 間 フ ィ ル タ 303で 入 力 画 像 デ ー
タ の 周 波 数 特 性 を 修 正 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 画 像 処 理 部 207は 、 上 記 の 処 理 で 得 た RGB画 像 デ ー タ 、 ま た は 、 PDL処 理 部 202が 生 成 し た
RGB画 像 デ ー タ （ 各 色 8ビ ッ ト ） を RGB色 分 解 部 304に 入 力 す る 。 RGB色 分 解 部 304は 、 ダ イ レ
ク ト マ ッ ピ ン グ に よ り 、 RGB画 像 デ ー タ を CMYKお よ び 淡 シ ア ン LC、 淡 マ ゼ ン タ LMの 六 色 信
号 （ 各 色 10ビ ッ ト ） に 色 分 解 す る 。 ま た 、 PDL処 理 部 202は CMYK画 像 デ ー タ （ 各 色 8ビ ッ ト
） を 出 力 す る 場 合 が あ る 。 こ の 場 合 、 CMYK画 像 デ ー タ を CMYK色 分 解 部 308に よ っ て 各 10ビ
ッ ト の CMYKお よ び LC、 LM信 号 の 六 色 に 色 分 解 す る 。 さ ら に 、 外 部 の コ ン ピ ュ ー タ （ 外 部 装
置 210） か ら 直 接 CMYKお よ び LC、 LM信 号 が 入 力 さ れ る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 次 に 、 画 像 処 理 部 207は 、 六 色 の 信 号 を 出 力 ガ ン マ 補 正 部 305に 入 力 す る 。 出 力 ガ ン マ 補
正 部 305は 、 各 色 独 立 の 一 次 元 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル (1DLUT)を 用 い て 、 色 分 解 信 号 に 出 力
特 性 の 補 正 （ ガ ン マ 補 正 ） を 施 す 。 続 い て 、
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 続 い て 、 中 間 調 処 理 部 306は 、 プ リ ン タ 100が 再 現 可 能 な 階 調 数 お よ び 解 像 度 に 応 じ た 擬
似 中 間 調 処 理 （ 多 値 デ ィ ザ 法 ） を 色 分 解 信 号 に 施 す 。 そ し て 、 画 像 処 理 部 207は 、 擬 似 中
間 調 処 理 さ れ た CMYK信 号 ま た は CMYKLCLM信 号 を プ リ ン タ 100に 出 力 す る 。 な お 、 プ リ ン タ 1
00の 階 調 数 お よ び 解 像 度 は 例 え ば 4ビ ッ ト 、 600dpiで あ る が 、 こ れ に 制 限 さ れ る も の で は
な い 。 ま た 、 擬 似 中 間 調 処 理 は 公 知 の ス ク リ ー ン 線 処 理 や 誤 差 拡 散 処 理 を 用 い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
［ 多 値 デ ィ ザ 法 ］
　 次 に 、 中 間 調 処 理 部 306が 実 行 す る 多 値 デ ィ ザ 法 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 多 値 デ ィ ザ 法 は 、 二 値 デ ィ ザ 法 を 多 値 に 拡 張 し た 擬 似 中 間 調 処 理 方 法 で あ る 。 多 値 デ ィ
ザ 法 は デ ィ ザ マ ト リ ク ス の 升 ご と に 複 数 の 閾 値 を 有 し 、 そ の 処 理 結 果 の 画 素 が 取 り 得 る 値
は 複 数 あ る 。 多 値 デ ィ ザ 法 に は 、 当 然 、 一 画 素 当 り 三 階 調 以 上 の 階 調 数 が 記 録 可 能 な 、 所
謂 多 階 調 記 録 を 必 要 と す る 。 電 子 写 真 方 式 は 、 PWMに よ っ て 多 階 調 記 録 を 実 現 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 4は 多 値 デ ィ ザ 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 中 間 調 処 理 部 306は 、 各 色 の 処 理 結 果 が 任 意 の 角 度 、 線 数 に な る よ う に 設 計 し た デ ィ ザ
マ ト リ ク ス 402を 用 い る 。 デ ィ ザ マ ト リ ク ス 402は 、 中 間 調 処 理 部 306の 出 力 信 号 の 階 調 数
そ れ ぞ れ に 対 応 す る 複 数 段 階 の 閾 値 マ ト リ ク ス を 有 す る 。 実 施 例 の 中 間 調 処 理 部 306は 、 4
ビ ッ ト の 信 号 を 出 力 す る の で 、 デ ィ ザ マ ト リ ク ス 402に は 、 出 力 信 号 の レ ベ ル 1～ 15に 対 応
す る 15個 の 閾 値 マ ト リ ク ス が 存 在 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 中 間 調 処 理 部 306は 、 色 ご と に 、 入 力 画 像 デ ー タ 401の 入 力 画 素 の 座 標 に 応 じ て デ ィ ザ マ
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ト リ ク ス 402の 参 照 す べ き 升 を 選 択 し 、 そ れ ら 15個 の 升 に 設 定 さ れ た 閾 値 と 入 力 画 素 値 を
比 較 す る 。 具 体 的 に は 、 入 力 画 素 値 と 15個 の 升 の 閾 値 を 比 較 し て 、 入 力 画 素 値 が 閾 値 以 上
で あ る 升 の う ち 、 最 も 大 き い レ ベ ル の 閾 値 マ ト リ ク ス の レ ベ ル 数 を 出 力 信 号 値 に す る 。 ま
た 、 画 素 値 が ど の 升 の 閾 値 よ り も 小 さ い 場 合 は 、 出 力 信 号 値 を 0と す る 、 出 力 画 像 デ ー タ 4
03を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 次 に 、 ス ク リ ー ン 角 お よ び デ ィ ザ マ ト リ ク ス の 設 計 方 法 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 各 色 の デ ィ ザ マ ト リ ク ス は 、 図 5に 示 す よ う に 、 a× aの 画 素 か ら な る 基 本 網 点 （ 基 本 セ
ル ） を 適 当 に ず ら し て 配 置 す る こ と で 、 所 定 の ス ク リ ー ン 角 と ス ク リ ー ン 線 数 を も つ 網 点
を 形 成 す る こ と が で き る 。 ず ら し 値 （ 変 位 ベ ク ト ル ） を u=(a, b)と す る と 、 得 ら れ る ス ク
リ ー ン 角 θ と ス ク リ ー ン 線 数 LPIは 次 式 に よ っ て 計 算 で き る 。
　 　 　 　  θ  = tan - 1 (b/a)
　 　 　 　 LPI ＝  DPI/√ (a 2  ＋  b 2 )
　 　 　 　 た だ し 、 DPIは 出 力 解 像 度
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 さ ら に 、 網 点 の 一 周 期 に 相 当 す る 正 方 閾 値 マ ト リ ク ス の サ イ ズ Nは 、 変 位 ベ ク ト ル uか ら
次 の よ う に な る 。
　 　 　 　 N = LCM(a, b)× (b/a + a/b)
　 　 　 　 こ こ で 、 LCM(a, b)は aと bの 最 小 公 倍 数
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 所 望 の ス ク リ ー ン 角 度 、 線 数 の デ ィ ザ マ ト リ ク ス を 実 現 し 、 か つ 、 ハ ー ド ウ ェ ア の 負 担
を 軽 減 す る 意 味 で 、 な る べ く 小 さ い マ ト リ ク ス サ イ ズ を 用 い る こ と が 必 要 に な る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 各 色 に 異 な る ス ク リ ー ン 角 を 設 定 す る 効 果 は 、 各 色 の 位 置 が ず れ た 場 合 で も 色 の 一 様 性
を 保 て る こ と 、 さ ら に 、 モ ア レ 縞 の 発 生 を 抑 え る こ と 、 な ど が 挙 げ ら れ る 。 と く に モ ア レ
縞 の 発 生 は 、 各 色 の ス ク リ ー ン 角 の 組 み 合 わ せ に 大 き く 依 存 し 、 広 く 普 及 す る 組 み 合 わ せ
は イ エ ロ ー 0度 、 シ ア ン （ ま た は マ ゼ ン タ ） 15度 、 ブ ラ ッ ク 45度 、 マ ゼ ン タ （ ま た は シ ア
ン ） 75度 な ど で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 6は 各 色 の ス ク リ ー ン 角 、 線 数 を 示 す 図 で あ る 。 各 色 の ス ク リ ー ン 角 、 線 数 は 次 の よ
う に す る 。
　 　 　 　 シ ア ン 、 ラ イ ト シ ア ン は 71度 、 189線
　 　 　 　 マ ゼ ン ダ 、 ラ イ ト マ ゼ ン ダ は 18度 、 189線
　 　 　 　 イ エ ロ ー は 0度 、 150線
　 　 　 　 ブ ラ ッ ク は 45度 、 212線
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 さ ら に 、 シ ア ン 、 マ ゼ ン ダ 、 イ エ ロ ー 、 ブ ラ ッ ク は 、 一 般 に 用 い ら れ る 階 調 値 を 増 や す
方 向 に ド ッ ト を 成 長 さ せ る マ ト リ ク ス （ こ こ で は 「 通 常 ス ク リ ー ン 」 と 呼 ぶ ） を 使 用 す る
。 ま た 、 淡 色 版 で あ る ラ イ ト シ ア ン と ラ イ ト マ ゼ ン ダ は 、 マ ト リ ク ス 内 の ド ッ ト 面 積 を 増
や す 方 向 に ド ッ ト を 成 長 さ せ る マ ト リ ク ス （ こ こ で は 「 平 坦 化 ス ク リ ー ン 」 と 呼 ぶ ） を 使
用 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 次 に 、 通 常 ス ク リ ー ン と 平 坦 化 ス ク リ ー ン に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 4と 図 7は そ れ ぞ れ 、 同 一 の ス ク リ ー ン 角 、 線 数 に お け る 、 通 常 ス ク リ ー ン と 平 坦 化 ス
ク リ ー ン の デ ィ ザ マ ト リ ク ス を 示 す 。 な お 、 両 図 と も 入 力 画 像 デ ー タ 401は 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 4に 示 す 通 常 ス ク リ ー ン は 、 レ ベ ル が 異 な る 閾 値 マ ト リ ク ス の 同 じ 位 置 の 升 間 で は 、
レ ベ ル の 増 加 に 伴 い 、 そ の 値 が 増 加 す る よ う に 閾 値 が 与 え ら れ る （ 以 下 「 レ ベ ル 方 向 に 成
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長 」 と 呼 ぶ ） 。 そ し て 、 あ る 升 の 閾 値 を レ ベ ル 方 向 に 成 長 し た 後 、 続 け て 、 隣 接 位 置 の 升
の 閾 値 を レ ベ ル 方 向 に 成 長 す る 。 従 っ て 、 図 4の 右 下 に 示 す デ ィ ザ マ ト リ ク ス 402の 二 行 目
に 相 当 す る 出 力 信 号 値 の よ う に 、 出 力 信 号 値 は 基 本 セ ル 内 で ド ッ ト を 集 中 す る （ 狭 い 範 囲
に 濃 度 が 高 い ド ッ ト を 形 成 す る ） 傾 向 を 示 し 、 基 本 セ ル の 周 期 で 強 く パ タ ー ン が 現 れ る 。
な お 、 こ の よ う な 閾 値 の 設 定 方 法 を 「 閾 値 の 成 長 方 法 」 と 呼 ぶ 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 一 方 、 図 7に 示 す 平 坦 化 ス ク リ ー ン は 、 デ ィ ザ マ ト リ ク ス 402内 に お い て ド ッ ト 面 積 を 増
や す よ う に 閾 値 が 与 え ら れ て い る 。 通 常 ス ク リ ー ン と 同 様 に 、 レ ベ ル が 異 な る 閾 値 マ ト リ
ク ス の 同 じ 位 置 の 升 間 で は 閾 値 を レ ベ ル 方 向 に 成 長 さ せ る 。 そ し て 、 あ る 位 置 の 升 の 閾 値
を レ ベ ル 方 向 に 成 長 す る と と も に 、 隣 接 位 置 の 升 の 閾 値 も レ ベ ル 方 向 に 成 長 し 、 さ ら に 隣
接 す る 位 置 の 升 の 閾 値 も レ ベ ル 方 向 に 成 長 す る 。 従 っ て 、 図 7の 右 下 に 示 す デ ィ ザ マ ト リ
ク ス 402の 二 行 目 に 相 当 す る 出 力 信 号 値 の よ う に 、 出 力 信 号 値 は 基 本 セ ル 内 で ド ッ ト を 拡
散 す る （ 広 い 範 囲 に 濃 度 が 低 い ド ッ ト を 形 成 す る ） 傾 向 を 示 し 、 通 常 ス ク リ ー ン に 比 べ て
基 本 セ ル の 周 期 の パ タ ー ン は 現 れ に く い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 図 8Aか ら 8Cは ス ク リ ー ン 角 71度 、 ス ク リ ー ン 線 数 189線 の 通 常 ス ク リ ー ン の デ ィ ザ マ ト
リ ク ス の 一 例 を 示 す 図 で 、 シ ア ン の デ ィ ザ マ ト リ ク ス の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 9Aか ら 9Cは ス ク リ ー ン 角 71度 、 ス ク リ ー ン 線 数 189線 の 平 坦 化 ス ク リ ー ン の デ ィ ザ マ
ト リ ク ス の 一 例 を 示 す 図 で 、 ラ イ ト シ ア ン の デ ィ ザ マ ト リ ク ス の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 図 10Aか ら 10Cは ス ク リ ー ン 角 18度 、 ス ク リ ー ン 線 数 189線 の 通 常 ス ク リ ー ン の デ ィ ザ マ
ト リ ク ス の 一 例 を 示 す 図 で 、 マ ゼ ン ダ の デ ィ ザ マ ト リ ク ス の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 図 11Aか ら 11Cは ス ク リ ー ン 角 18度 、 ス ク リ ー ン 線 数 189線 の 平 坦 化 ス ク リ ー ン の デ ィ ザ
マ ト リ ク ス の 一 例 を 示 す 図 で 、 ラ イ ト マ ゼ ン ダ の デ ィ ザ マ ト リ ク ス の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 図 12は ス ク リ ー ン 角 0度 、 ス ク リ ー ン 線 数 150線 の 通 常 ス ク リ ー ン の デ ィ ザ マ ト リ ク ス の
一 例 を 示 す 図 で 、 イ エ ロ ー の デ ィ ザ マ ト リ ク ス の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 図 13は ス ク リ ー ン 角 45度 、 ス ク リ ー ン 線 数 212線 の 通 常 ス ク リ ー ン の デ ィ ザ マ ト リ ク ス
の 一 例 を 示 す 図 で 、 ブ ラ ッ ク の デ ィ ザ マ ト リ ク ス の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 上 記 の 平 坦 化 ス ク リ ー ン の 閾 値 マ ト リ ク ス は す べ て 、 閾 値 の 小 さ い 順 に 、 レ ベ ル 1の 閾
値 マ ト リ ク ス か ら 升 を 埋 め 、 次 の レ ベ ル の マ ト リ ク ス に 移 り 、 レ ベ ル 方 向 に 成 長 す る 形 態
を 有 す る 。 つ ま り 、 階 調 変 化 が な い べ た の 入 力 画 像 デ ー タ 401に 対 し て 、 常 に 、 出 力 画 像
デ ー タ 403の 最 大 値 と 最 小 値 の レ ベ ル 差 が 1以 下 に な る よ う に 設 計 さ れ て い て 、 基 本 セ ル 周
期 の パ タ ー ン は ほ ぼ 現 れ な い 。 な お 、 べ た の 入 力 画 像 デ ー タ 401に 対 し て 、 上 記 レ ベ ル 差
が 2以 上 に な る デ ィ ザ マ ト リ ク ス を 設 計 し た と し て も 、 閾 値 マ ト リ ク ス 全 体 の 閾 値 が 成 長
す る よ う な デ ィ ザ マ ト リ ク ス で あ れ ば よ い 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 に か か る 実 施 例 2の 画 像 処 理 を 説 明 す る 。 な お 、 実 施 例 2に お い て 、 実 施 例
1と 略 同 様 の 構 成 に つ い て は 、 同 一 符 号 を 付 し て 、 そ の 詳 細 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 図 14は 実 施 例 2の 画 像 形 成 装 置 の 画 像 処 理 部 207の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 実 施 例 2の 画 像 形 成 装 置 は 、 ラ イ ト シ ア ン と ラ イ ト マ ゼ ン ダ を 使 用 し な い シ ア ン 、 マ ゼ
ン ダ 、 イ エ ロ ー 、 ブ ラ ッ ク の 四 色 シ ス テ ム と し て 動 作 す る 。 中 間 調 処 理 部 306は 、 他 の 三
色 に 比 べ て 明 度 が 高 い イ エ ロ ー に 、 図 15に 示 す ブ ラ ッ ク と 同 一 の ス ク リ ー ン 角 、 線 数 を も
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つ 平 坦 化 ス ク リ ー ン の デ ィ ザ マ ト リ ク ス を 用 い て 擬 似 中 間 調 処 理 す る 。 な お 、 シ ア ン 、 マ
ゼ ン ダ 、 ブ ラ ッ ク に つ い て は 実 施 例 1と 同 様 の 通 常 ス ク リ ー ン を 使 用 す る 。 す な わ ち 、 実
施 例 2に お い て 使 用 す る 色 ご と の ス ク リ ー ン 角 、 線 数 は 次 の よ う に な る 。
　 　 　 　 シ ア ン は 71度 、 189線
　 　 　 　 マ ゼ ン ダ は 18度 、 189線
　 　 　 　 イ エ ロ ー 、 ブ ラ ッ ク は 45度 、 212線
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 な お 、 イ エ ロ ー の デ ィ ザ マ ト リ ク ス は 、 ブ ラ ッ ク と 同 一 の ス ク リ ー ン 角 、 線 数 に 限 ら ず
、 シ ア ン や マ ゼ ン ダ な ど 他 の 色 と 同 一 の ス ク リ ー ン 角 、 線 数 と 同 一 の 平 坦 化 ス ク リ ー ン に
し て も よ い 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 に か か る 実 施 例 2の 画 像 処 理 を 説 明 す る 。 な お 、 実 施 例 2に お い て 、 実 施 例
1と 略 同 様 の 構 成 に つ い て は 、 同 一 符 号 を 付 し て 、 そ の 詳 細 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 図 16は 実 施 例 3の 画 像 形 成 装 置 の 画 像 処 理 部 207の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 実 施 例 3の 画 像 形 成 装 置 は 、 ラ イ ト シ ア ン と ラ イ ト マ ゼ ン ダ の 代 り に 、 レ ッ ド Rと グ リ ー
ン Gを 使 用 す る 六 色 シ ス テ ム と し て 動 作 す る 。 従 っ て 、 RGB色 分 解 部 304は 、 RGB信 号 を CMYK
信 号 と R、 G信 号 に 分 解 す る 。 ま た 、 CMYK色 分 解 部 308は 、 CMYK信 号 を CMYK信 号 と R、 G信 号
に 分 解 す る 。 中 間 調 処 理 部 306は 、 シ ア ン の 補 色 で あ る レ ッ ド を 、 図 9Aか ら 9Cに 示 す ラ イ
ト シ ア ン と 同 一 の ス ク リ ー ン 角 、 線 数 を も つ 平 坦 化 ス ク リ ー ン の デ ィ ザ マ ト リ ク ス を 用 い
て 擬 似 中 間 調 処 理 す る 。 ま た 、 マ ゼ ン ダ の 補 色 で あ る グ リ ー ン を 、 図 11Aか ら 11Cに 示 す ラ
イ ト マ ゼ ン ダ と 同 一 の ス ク リ ー ン 角 、 線 数 を も つ 平 坦 化 ス ク リ ー ン の デ ィ ザ マ ト リ ク ス を
用 い て 擬 似 中 間 調 処 理 す る 。 な お 、 シ ア ン 、 マ ゼ ン ダ 、 イ エ ロ ー 、 ブ ラ ッ ク に つ い て は 実
施 例 1と 同 様 の 通 常 ス ク リ ー ン を 使 用 す る 。 す な わ ち 、 実 施 例 2に お い て 使 用 す る 色 ご と の
ス ク リ ー ン 角 、 線 数 は 次 の よ う に な る 。
　 　 　 　 シ ア ン 、 レ ッ ド は 71度 、 189線
　 　 　 　 マ ゼ ン ダ 、 グ リ ー ン は 18度 、 189線
　 　 　 　 イ エ ロ ー は 0度 、 150線
　 　 　 　 ブ ラ ッ ク は 45度 、 212線
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 上 記 で は 、 レ ッ ド の ス ク リ ー ン 角 、 線 数 を シ ア ン と 同 一 と し 、 グ リ ー ン の ス ク リ ー ン 角
、 線 数 を マ ゼ ン ダ と 同 一 と し た 。 さ ら に 、 イ エ ロ ー の 補 色 で あ る ブ ル ー に 、 イ エ ロ ー と 同
一 の ス ク リ ー ン 角 、 線 数 を も つ 平 坦 化 ス ク リ ー ン を 適 用 す る こ と も 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
［ 変 形 例 ］
　 有 限 の 解 像 度 を 有 す る 画 像 形 成 装 置 に お い て 、 デ ィ ザ パ タ ー ン の ス ク リ ー ン 角 に は 制 約
が あ り 、 有 理 正 接 の 角 度 に ス ク リ ー ン 角 を 設 定 す る こ と が 一 般 的 で あ る 。 し か し 、 画 素 位
置 に 応 じ て レ ー ザ ビ ー ム の 点 灯 位 置 を 最 適 化 し て 、 任 意 の 無 理 正 接 の 角 度 に ス ク リ ー ン 角
を 設 定 す る こ と も で き る 。 ま た 、 階 調 数 を 確 保 す る た め に 、 基 本 セ ル を サ ブ マ ト リ ク ス 化
す る な ど し て デ ィ ザ マ ト リ ク ス を 作 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 ま た 、 上 記 の 実 施 例 に お け る 、 各 色 の デ ィ ザ マ ト リ ク ス の ス ク リ ー ン 角 、 線 数 は 上 記 に
限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 上 記 の 実 施 例 に お い て 、 色 材 の 構 成 と し て シ ア ン 、 マ ゼ ン ダ 、 イ エ ロ ー 、 ブ ラ ッ ク の 基
本 色 を 使 用 す る 四 色 シ ス テ ム 、 さ ら に ラ イ ト シ ア ン と ラ イ ト マ ゼ ン タ 、 ま た は 、 レ ッ ド と
グ リ ー ン を 使 用 す る 六 色 シ ス テ ム を 説 明 し た 。 し か し 、 そ の 他 の 複 数 種 の 色 材 を 用 い る シ
ス テ ム に も 本 発 明 を 適 用 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ブ ラ ッ ク と 同 一 色 相 か つ 高 明 度 の ラ
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イ ト ブ ラ ッ ク （ す な わ ち グ レ イ ） の 色 材 を 加 え た 五 色 や 七 色 シ ス テ ム な ど 、 同 一 色 相 で 明
度 が 異 な る 濃 淡 色 材 の 組 み 合 わ せ を 用 い る シ ス テ ム で あ れ ば 構 わ な い 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 こ の よ う に 、 同 一 色 相 の 濃 淡 ト ナ ー を 用 い る 場 合 に 、 濃 色 版 と 淡 色 版 に 同 一 の ス ク リ ー
ン 角 、 線 数 で 、 成 長 方 法 が 異 な る デ ィ ザ マ ト リ ク ス を 用 い る こ と で 、 五 色 以 上 の シ ス テ ム
に お い て 、 モ ア レ や 干 渉 縞 の 発 生 を 最 小 限 に 防 ぐ こ と が で き る 。 さ ら に 、 全 色 を デ ィ ザ 法
で 中 間 調 処 理 す る の で 、 誤 差 拡 散 な ど の FMス ク リ ー ン 系 に 特 有 の ノ イ ズ が 発 生 し な い 。 ま
た 、 明 度 の 低 い 淡 色 版 に 低 い 周 波 数 特 性 の デ ィ ザ パ タ ー ン を 適 用 し 、 ド ッ ト の 集 中 成 長 を
防 ぐ こ と で 、 ざ ら つ き な ど が 視 覚 的 に 目 立 た な い よ う に す る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 シ ア ン 、 マ ゼ ン ダ 、 イ エ ロ ー 、 ブ ラ ッ ク の 四 色 シ ス テ ム に お い て は 、 明 度 が 高 い イ エ ロ
ー に つ い て 、 他 の 三 色 の ど れ か と 同 じ ス ク リ ー ン 角 、 線 数 を も ち 、 成 長 方 法 が 異 な る デ ィ
ザ パ タ ー ン を 用 い る 。 こ れ に よ っ て 、 従 来 の デ ィ ザ 法 を 用 い た 四 色 シ ス テ ム 以 上 に モ ア レ
を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 シ ア ン 、 マ ゼ ン ダ 、 イ エ ロ ー と 補 色 関 係 に あ る レ ッ ド 、 グ リ ー ン 、 ブ ル ー の 色 材 を 用 い
る 場 合 、 補 色 と 同 一 の ス ク リ ー ン 角 、 線 数 を も ち 、 成 長 方 法 が 異 な る デ ィ ザ パ タ ー ン を 用
い る こ と で 、 五 色 以 上 の シ ス テ ム に お い て モ ア レ の 発 生 を 最 小 限 に 留 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
［ 他 の 実 施 例 ］
　 な お 、 本 発 明 は 、 複 数 の 機 器 （ 例 え ば ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ 、 イ ン タ フ ェ イ ス 機 器 、 リ ー
ダ 、 プ リ ン タ な ど ） か ら 構 成 さ れ る シ ス テ ム に 適 用 し て も 、 一 つ の 機 器 か ら な る 装 置 （ 例
え ば 、 複 写 機 、 フ ァ ク シ ミ リ 装 置 な ど ） に 適 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 実 施 例 の 機 能 を 実 現 す る ソ フ ト ウ ェ ア を 記 録 し た 記 憶 媒 体
（ 記 録 媒 体 ） を シ ス テ ム ま た は 装 置 に 供 給 し 、 そ の シ ス テ ム ま た は 装 置 の コ ン ピ ュ ー タ （
CPUや MPU） が 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア を 実 行 す る こ と で も 達 成 さ れ る 。 こ の 場 合 、 記 憶 媒 体 か ら
読 み 出 さ れ た ソ フ ト ウ ェ ア 自 体 が 上 記 実 施 例 の 機 能 を 実 現 す る こ と に な り 、 そ の ソ フ ト ウ
ェ ア を 記 憶 し た 記 憶 媒 体 は 本 発 明 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 ま た 、 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア の 実 行 に よ り 上 記 機 能 が 実 現 さ れ る だ け で な く 、 そ の ソ フ ト ウ
ェ ア の 指 示 に よ り 、 コ ン ピ ュ ー タ 上 で 稼 働 す る オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム (OS)な ど が 実 際
の 処 理 の 一 部 ま た は 全 部 を 行 い 、 そ れ に よ っ て 上 記 機 能 が 実 現 さ れ る 場 合 も 含 む 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 ま た 、 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア が コ ン ピ ュ ー タ に 接 続 さ れ た 機 能 拡 張 カ ー ド や ユ ニ ッ ト の メ モ
リ に 書 き 込 ま れ 、 そ の ソ フ ト ウ ェ ア の 指 示 に よ り 、 前 記 カ ー ド や ユ ニ ッ ト の CPUな ど が 実
際 の 処 理 の 一 部 ま た は 全 部 を 行 い 、 そ れ に よ っ て 上 記 機 能 が 実 現 さ れ る 場 合 も 含 む 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 本 発 明 を 前 記 記 憶 媒 体 に 適 用 す る 場 合 、 そ の 記 憶 媒 体 に は 、 先 に 説 明 し た フ ロ ー チ ャ ー
ト に 対 応 す る ソ フ ト ウ ェ ア が 格 納 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ ９ 】
【 図 １ 】 実 施 例 の フ ル カ ラ ー 画 像 形 成 装 置 の 概 観 図 、
【 図 ２ 】 図 1に 示 す 画 像 形 成 装 置 を 制 御 す る コ ン ト ロ ー ラ の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 、
【 図 ３ 】 画 像 処 理 部 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 、
【 図 ４ 】 多 値 デ ィ ザ 法 を 説 明 す る 図 、
【 図 ５ 】 ス ク リ ー ン 角 お よ び デ ィ ザ マ ト リ ク ス の 設 計 方 法 を 説 明 す る 図 、
【 図 ６ 】 各 色 の ス ク リ ー ン 角 、 線 数 を 示 す 図 、
【 図 ７ 】 通 常 ス ク リ ー ン と 平 坦 化 ス ク リ ー ン の デ ィ ザ マ ト リ ク ス を 説 明 す る た め の 図 、
【 図 ８ Ａ 】 シ ア ン の デ ィ ザ マ ト リ ク ス の 一 例 を 示 す 図 、
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【 図 ８ Ｂ 】 シ ア ン の デ ィ ザ マ ト リ ク ス の 一 例 を 示 す 図 、
【 図 ８ Ｃ 】 シ ア ン の デ ィ ザ マ ト リ ク ス の 一 例 を 示 す 図 、
【 図 ９ Ａ 】 ラ イ ト シ ア ン の デ ィ ザ マ ト リ ク ス の 一 例 を 示 す 図 、
【 図 ９ Ｂ 】 ラ イ ト シ ア ン の デ ィ ザ マ ト リ ク ス の 一 例 を 示 す 図 、
【 図 ９ Ｃ 】 ラ イ ト シ ア ン の デ ィ ザ マ ト リ ク ス の 一 例 を 示 す 図 、
【 図 １ ０ Ａ 】 マ ゼ ン タ の デ ィ ザ マ ト リ ク ス の 一 例 を 示 す 図 、
【 図 １ ０ Ｂ 】 マ ゼ ン タ の デ ィ ザ マ ト リ ク ス の 一 例 を 示 す 図 、
【 図 １ ０ Ｃ 】 マ ゼ ン タ の デ ィ ザ マ ト リ ク ス の 一 例 を 示 す 図 、
【 図 １ １ Ａ 】 ラ イ ト マ ゼ ン タ の デ ィ ザ マ ト リ ク ス の 一 例 を 示 す 図 、
【 図 １ １ Ｂ 】 ラ イ ト マ ゼ ン タ の デ ィ ザ マ ト リ ク ス の 一 例 を 示 す 図 、
【 図 １ １ Ｃ 】 ラ イ ト マ ゼ ン タ の デ ィ ザ マ ト リ ク ス の 一 例 を 示 す 図 、
【 図 １ ２ 】 イ エ ロ ー の デ ィ ザ マ ト リ ク ス の 一 例 を 示 す 図 、
【 図 １ ３ 】 ブ ラ ッ ク の デ ィ ザ マ ト リ ク ス の 一 例 を 示 す 図 、
【 図 １ ４ 】 実 施 例 2の 画 像 形 成 装 置 の 画 像 処 理 部 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 、
【 図 １ ５ 】 実 施 例 2の イ エ ロ ー の デ ィ ザ マ ト リ ク ス の 一 例 を 示 す 図 、
【 図 １ ６ 】 実 施 例 3の 画 像 形 成 装 置 の 画 像 処 理 部 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ Ａ 】

【 図 ８ Ｂ 】 【 図 ８ Ｃ 】
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【 図 ９ Ａ 】 【 図 ９ Ｂ 】

【 図 ９ Ｃ 】 【 図 １ ０ Ａ 】
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【 図 １ ０ Ｂ 】 【 図 １ ０ Ｃ 】

【 図 １ １ Ａ 】 【 図 １ １ Ｂ 】
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【 図 １ １ Ｃ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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